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気候変動に関する用語はただでさえカタカ
ナが多くて分かりにくいのですが、新たに「グ
リーントランスフォーメーション：GX」なるも
のが加わり、国内で頻繁に使われるようになり
ました。GXは、英語でも伝わる表現ながら、
ESGやSDGsなどと異なり、“日本初”の用語で、
政府、特に経済産業省が牽引してきました。

ところで、GXって何なのでしょうか？ 

はじまりは、政府が企業とともに

GXの始まりは、2022年2月に経済産業省
が発表した「GXリーグ基本構想」です。ここ
ではGXについて、「2050年カーボンニュート
ラルや、2030年の国としての温室効果ガス排
出削減目標の達成に向けた取組を経済の成長
の機会と捉え、排出削減と産業競争力の向上
の実現に向けて、経済社会システム全体を変
革すること」と説明しています。とても前向き
ですが、資料の「なぜ始めるのか」を見ると、

カーボンニュートラルに向かう国際市場の中
で、企業の「正当な評価」が得られておらず、「勝
ち筋」が見えていないという危機感が現れてい
ます。また、「なにを目指すのか」では、企業
がリーダーシップを発揮し、「儲ける」構造を
つくり、投資が「応援される」仕組みをつくる
とあり、カーボンニュートラルをめざすためと
いうよりも、これからの日本企業の “生き残り”
が目的のようにも読めます。

GXリーグの賛同企業は、2023年1月31日
現在で679社に上ります。日本の主要産業部
門の主要企業はほぼ参加しており、“オールジ
ャパン” と言ってもよい企業リストができてい
ます。いつの間にかGXは、官民が乗り込んだ
巨大な船となっていました。

そしてGXは、政府方針となり
法律となっていく

その後、内閣に設けられた「GX実行会議」で、

●「GXリーグ基本構想」より

“GX”って一体なんだ？
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GXの中身が見えてきました。それが形になっ
たのが、2月に閣議決定された「GX実現に向
けた基本方針」です。大きく二つの柱があり、
一つはGXの取り組み、もう一つはその取り組
みを進めるための投資と財源確保のためのカ
ーボンプライシング構想です。

GXの取り組みとは、①省エネ、②再エネ、
③原子力、④その他として、水素・アンモニ
アへの支援などを含んだものとなっています。
中でも従来からの大きな変化は、2011年の福
島第一原子力発電所事故以来の原発政策の転
換です。原子力発電の運転期間を40年から
60年以上へと延長できるようにし、次世代革
新炉への建て替えも可能にするという内容で
す。原発の依存度を下げるという従来方針か
らの抜本転換になりますので、深い議論を経
るべきところでしたが、独断であっという間に
決まってしまいました。

また、GXを推進するため、今後10年で
150兆円の官民投資をめざし、政府が20兆円
の先行投資を実施することを決めました。この
財源として、排出量取引と炭素賦課金を導入
する考えを示し、発電事業者に対する有償オ
ークションは2033年度から、炭素賦課金は
2028年度から、と定めています。

日本では、長らくカーボンプライシングの仕
組みが整わず、脱炭素の実現のために必要だ
と何度も提起されてきましたが、経済産業省
や産業界からの強い反対があり、低率の地球
温暖化対策税にとどまっていました。ところが
今回、GXの文脈で、突如としてカーボンプラ
イシングの導入が決まりました。しかも、導入
時期をかなり遅めにすることを決め、その収益
をGXの取り組みに投資する移行債の償還に利
用するという使い道も最初から決めています。

これらの仕組みは、通称「GX推進法案」と
いう法案にまとめられ、2月の基本方針の決定
と同時に閣議決定されました。政府は、今年
の通常国会での成立をめざしています。ここ
まで、国民的な議論の機会はほとんどなく、
民主的な意思決定とは大きくかけ離れてしま
っていることは否めません。

GXの巨大船は一体どこへ行く？

GXという巨大船の船出の準備は整えられつつ
あります。この船は、どこに向かうのでしょうか？

GXの取り組みには、浮体式の洋上風力の拡
大など、期待するべきこともあります。カーボ
ンプライシング自体も悪いことではありませ
ん。しかし、再生可能エネルギーに大きく舵
を切るエネルギー転換の姿は見えません。逆
に、原子力発電への支援や、アンモニア・水
素の技術や二酸化炭素回収貯留技術などの、
コストが高く、CO2削減効果も期待できそう
にない技術への投資も含まれており、政府は、
GXの推進でどれだけ温室効果ガスが削減でき
るのか説明をしていませんので、削減効果や
実現可能性が十分に検証されないままに、GX
リーグ企業の “生き残り” のために技術が選ば
れ、投資が振り向けられてしまいかねません。

カーボンプライシングの収益の使い道も、
本来なら、国民に返して還元する仕組みや、
労働者の「公正な移行」の支援に用いるなど、
カーボンニュートラルの実現のためにさまざま
に検討して決めるべきところですが、今回の
仕組みでは「税」ではなく「賦課金」となってお
り、国会の審議を経ずに、経済産業省が価格
や使途を決めることができてしまいそうです。

こうして見ていくと、GXの正体は、カーボ
ンニュートラルに導く船頭のいない「利益団
体」の護送船であって、航路も確認しないまま
危険な旅に出ようとしているかのようです。船
の中は今は暖かいかもしれませんが、座礁す
るリスクも大きそうです。今ならまだ引き返し
ても間に合います。地図を広げ、確かな技術、
安全な道のりを確かめて再出発する時ではな
いでしょうか。

●GX実現のための基本方針の柱

GXの取組 GX実現のための
カーボンプライシング構想

①省エネ
②再エネ
③原子力
④�その他：水素・アンモニ
ア、LNG確保、蓄電池、
カーボンリサイクル燃
料等

▪官民投資10年間150兆円
▪20兆円の先行投資を実施
▪カーボンプライシング構想
・炭素への賦課金（2028年度〜）
・�発電事業者への有償オークショ
ン（2033年度〜）

▪アジアゼロエミッション構想


